
熱源不要の

精錬炉へ

鉄の
リサイクル

２０世紀の
技術革新

製鉄業における
技術革新

中世後期以降における

産業活動の活発化1.熱源

2.素材

木 鉄

木 石炭

製塩業、ガラス製造業

冶金業、木炭高炉ほかの熱源

18Ｃ後半

反射精錬炉

転炉

19Ｃ後半

製鉄の第一段階に

おける大量生産

鋳鉄の大量生産

製鉄の第二段階に

おける大量生産

鋼鉄の大量生産

19Ｃ中頃

平炉

石油

単位出力の増大
＋

「普遍」的動力

3.動力

動力水車
ほか 蒸気動力機関(外燃機関）

鉄素材を用いた動力機械や輸送機関の登場および普及

中世末期～近代初頭

古代末期～近代 近代～

中世末期～近代初頭

木炭高炉 コークス高炉

大工場の直接的動力源としての

据置型蒸気動力機関

火力発電や原子力発電における

「発電機」駆動用動力源としての

蒸気動力機関

蒸気機関車

蒸気自動車

蒸気船

19Ｃ末期～現代19Ｃ前半期～20世紀初頭

鉄素材を用いた産業用機械・装置の登場および普及

産業用熱源としての石炭 産業用熱源としての石油

プラスチック

産業用素材としての

プラスチック

鋳鉄の

大量生産

技術

鋼鉄の

大量生産

技術

熱エネルギーを利用して動力を生産する

工場生産の

ための

動力技術

輸送の

ための

動力技術

ガソリン自動車

飛行機

蒸気タービン

による火力発電

内燃機関

の熱源

外燃機関

の熱源

内燃機関

ガソリン自動車
ディーゼル自動車
プロペラ飛行機
ジェット飛行機

20Ｃ

動力水車

動力風車

馬車

帆船


